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1. はじめに 

日本はこれまでに数多くの津波被害を受けてきてお

り，多くの機関で津波の浸水計算が行われている 1)．

津波の浸水計算では，詳細な構造物を粗度係数を用い

てモデル化し，計算を行うことが推奨されている．し

かしながら，粗度係数でモデル化した場合，実際の構

造物周辺の津波の挙動を再現できないため，実際の津

波来襲時の浸水高と数値浸水計算で予測した値が一致

しない可能性がある． 

そこで，本研究では，津波による浸水高と構造物の

有無の関係及び浸水高と構造物の配置の関係について

数値実験により検討を行った． 

 

2. 数値解析方法 

計算モデルは，数値波動水槽(CADMAS-SURF/3D)で

ある 2)．図-1 に計算地形を示す．計算は 3 次元であり，

長さ 5.5m，幅 0.7m，高さ 0.6m の領域である．領域の

縮尺を 1/100，計算に用いた海底部の勾配を 1:10 とし，

陸上部は平坦な地形とした．計算条件を表-1に示す．浸

水高の算定に用いるために設置した構造物は長さ 6cm×

幅 6cm×高さ 5cmの長方形であり，配置場所はケースに

よって変化させた．図-2に陸上部の平面図を示す．図の

ように構造物の間隔を dx，1 列目と 2 列目の構造物の

間隔を dyとした． 

 

図-1 計算地形 

表-1 計算条件 

項目 内容 

格子数 2,310,000 

空間格子間隔 1.0cm 

計算時間間隔 0.0001～0.50 秒(自動調整) 

沖合境界条件 不透過境界 

陸側境界条件 自由透過境界 

水深(cm) 44.0 

 

図-2 陸上部の平面図 

 

3. 計算結果 

1) 模型実験結果との比較 

 明石工業高等専門学校内総合インフラ実験棟で行っ

た水理模型実験と数値解析の結果を比較することによ

り，計算結果の検証を行った．図-3 は計算結果を 3次

元的に可視化したものである．図-4 に実験結果と計算

結果の水位の時系列分布を示す．実験結果と比較する

と，計算結果は流れが複雑となる汀線及び構造物前面

においても概ね一致している． 

 

図-3 構造物周辺計算結果(浸水高最大時) 
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(a)汀線から 0m 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b)汀線から 0.4m 

図-4 代表地点の水位の時系列分布 

 

2) 構造物の有無による浸水高の検討 

図-5 に構造物の有無による最大浸水高の比較を示す．

構造物を設置したケースでは，構造物を汀線から 0.30m

及び 0.48mの位置に設置し，構造物の間隔 dxを 6.0cm，

1 列目と 2列目の間隔 dyを 12.0cmとした．構造物有り

のケースと比べて構造物無しの浸水高は全体的に低く，

汀線から 0.3mの地点でその差は最大となっており，構

造物有りの最大浸水高は構造物無しに比べて浸水高比

で約 2.5倍高くなっている． 

 

図-5 構造物の有無による最大浸水高の比較 

 

3) 構造物の間隔による浸水高の検討 

図-6 に構造物の間隔による最大浸水高の比較を示す．

構造物を汀線から 0.30m及び 0.48m の位置に設置し，

dyを 12.0cmとし，dxを変化させた．dxが大きいほど

最大浸水高は小さく，dxが小さくなるにつれて最大浸

水高は大きくなっている．また，最大浸水高の最大値

は最大で 3.5cm の差が出ており，構造物の間隔は浸水

高に大きく影響することがわかった． 

  

図-6 構造物の間隔による浸水高の比較 

 

4. 結論 

 構造物を設置した場合，構造物が無い場合に比べて

最大浸水高は最大約 2.5 倍大きくなること，また構造

物の間隔による浸水高への影響は大きく，構造物の間

隔によって最大で約 1.5 倍浸水高が高くなることがわ

かった． 
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